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① この本に含まれるプロトコルには実績はありますが確立されていないプロトコルも含まれています。サンプルの種類・保存条件などによっては抽出できない場合もあり
ます。データに関しては保障しておりません。

② 抽出した核酸には目的以外の核酸（例：DNA抽出には RNA）が含まれています。

RG-3

ES培養細胞からの total RNA抽出

プロトコル

ホモジナイズ：ボルテックスでよく混ぜる：1分（最大回転数）

*1 1mlの LRP当たり 10 μlの
2-MEを加える。

軽くスピンダウン

ボルテックスでよく混ぜる：15秒
軽くスピンダウン 

ボルテックスでよく混ぜる：1分 
軽くスピンダウン

細胞溶解液全量をホモジナイザー用チューブに移す

チューブをタッピングして細胞ペレットをほぐす

ペレット化した細胞

LRP（2-ME添加済み）*1：600 μl 
ピペッティングでよく混ぜる

SRP：100 μl

> 99% エタノール：300 μl

QuickGeneのカートリッジへライセート全量を移し、
ライセートを二つのカートリッジへ分注する

Total RNA回収（回収液量：50 μl）

ライセート完成

使用装置の プロトコル参照
QuickGene-Mini 80*2

結果

電気泳動図
データなし

Total RNAの収量

ES細胞数 収量（μg）

2× 106 41.4（カートリッジ 2本分）

タンパク質の混入：A260/280

ES細胞数 A260/280

2× 106 2.1

カオトロピック塩の混入：A260/230
データなし

その他
データなし

共通プロトコルサンプル

データなし

QuickGene RNA cultured cell HC kit S (RC-S2)

①この本に含まれるプロトコルには実績はありますが確立されていないプロトコルも含まれています。サンプルの種類・保存条件などによっては分離できない場合 
もあります。データに関しては保障しておりません。 
②分離した核酸には目的以外の核酸（例：DNA 抽出にはRNA）が含まれています。

①この本に含まれるプロトコルには実績はありますが確立されていないプロトコルも含まれています。サンプルの種類・保存条件などによっては分離できない場合 
もあります。データに関しては保障しておりません。 
②分離した核酸には目的以外の核酸（例：DNA 分離にはRNA）が含まれています。

*2 本事例は旧機種で取得したデータ
も含まれます。
その他QuickGeneシリーズでもこ
のプロトコルをご参考頂けます。


